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畜産試験場便り 
 養鶏試験場 

 

 毎年農閑期を利用して当場を見学のため訪れてい

た農家のかたがたも、６月にはいると、貸切りバス

での団体見学はほとんどなく、場内はひっそりとし

ています。 

◎本年４月１日入所した講習生も、過去２箇月の実

習でようやく場内の環境になれて、将来の養鶏技術

者としての修行をしています。５月末までは鶏舎で

の実習が主体でありましたが、６月から、それぞれ

の講師により毎日２時間程度の講義を受けています。 

 ６月１日付の職員の移動で、それぞれ担当講師も

若干、変更がありましたが、当初の計画どおり講義

を続行中であります。主な講義科目は、養鶏経営、

養鶏関係の法規、管理、飼養、改良繁殖、孵卵育雛、

施設、衛生、緑餌作物、加工、畜産汎論等です。そ

の他の農業試験場、改良課の専門講師にお願いして、

農業経営など農鶏技術者としての一般的常識の講義

もやっていただくことにしています。 

◎前月号で紹介しましたとおり、本年度から新しい

仕事として、鶏の経済能力の検定を始めました。こ

れはひなから成鶏まで約５百日間について、いわゆ

る鶏の経済性を検定するもので、本年度は、９件に

ついて開始いたしました。５月９日に餌付けをして

以来スクスクと成長しています。この総合成績は、

来年の９月下旬にならないとわかりませんが、何分

初めての検定であります関係で、どのような成績が

出るか一寸想像もつきません。 

◎試験研究項目は本年度も沢山のもの計画して既に、

実施中のものもありますが、その主なものを掲げま

すと。 

 

管理関係 

（１） ケージ管理における単飼の比較試験 

（２） ブロイラー管理におけるバタリー、ペンケ

ージ管理の比較試験 

（３） 産卵鶏に対する点灯、強制換羽の影響につ

いて 

（４） ケージ管理における軟便防止について 

飼料関係 

（１） 産卵鶏の飼養標準設定に関する試験 

（２） ブロイラーの飼養標準設定に関する試験 

（３） 鶏に対する裸麦の給与試験 

（４） 鶏に対する大麦の給与試験 

育種関係 

（１） 鶏の人工授精に関する試験 

   （種鶏に対するアルギニン給与の影響につい

て） 

衛生関係 

（１）コクシジウム症予防、治療に関する試験 

 （Ａ） ニトロフラン誘導体の効果について 

 （Ｂ） アンプロリウムの効果について 

（２） 雛白痢病に関する試験 

（４） 住血原虫症の予防に関する試験 
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加工関係 

（１） くん製鶏の防腐に関する試験 

（２） 鶏肉の保存に関する試験 

（３） 鶏肉の軟化に関する試験 

飼料作物関係 

（１） つる取甘藷の栽培密度に関する試験 

（２） イネ科青刈作物種類比較試験 

（３） ラヂノクローバーに対する潅水試験 

となっています。以上の試験成績について

は、養鶏試験場速報や本誌を通じて、随時

報告することにしています。 

 

◎毎年当場の施設を利用して養鶏の講習会を開催

していますが、来る７月３日から同 15 日まで、全

講連、全販連主催で中国５県（兵庫、岡山、鳥取、

島根、広島）の農協技術員約 40 名を対象に養鶏講

習会を開催の予定です。 

◎去る６月１日の定期移動で、当場では檜垣庶務主

任が本庁道路課路政係長へ、井上主事が同建築課へ、

諏訪技師が倉敷農林畜産係へ、石田技師が畜産課畜

政係へ、それぞれ転任しました。 

 後任には宮本庶務主任、遠藤主事、植月技師、内

藤技師補が着任し、前任の人々同様に敏腕を振って

いますから、場員一同大いに期待しています。 

◎ブロイラーが産業的に大いに脚光をあびてきた

現在では、ブロイラー用専用鶏種の改良は急務であ

りますが、４月号で一部お知らせしましたとおり、

アメリカから肉用種と卵用種の種卵や種雛を輸入

して、当場でふ化と育雛をおこない、ふ化後２週間

の動物検疫を受けて、当場の他、県下の輸入希望種

鶏家へ引渡して完了しました。 

 


